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選択式
回答

記述式回答

1-1

　現在の経済状況について、関連す
る業界、地域等の現状やご自身の知
見・経験等を踏まえ、3か月前(5月下
旬から6月上旬)と比べて①良くなって
いるか、②悪くなっているか選んでい
ただき、その理由をデータや具体的な
事例とともに300字以内でご記入くだ
さい。

1-２
　今後の経済のリスク要因について、
300字以内でご記入ください。

－

２-1
　安倍内閣の目指す、経済の好循環
シナリオについて、ご意見があれば、
300字以内でご記入ください。

２－２

　設備投資・企業収益、賃金・雇用、
そして消費の拡大について、それぞ
れ進展しているとお考えになるか、
「Yes」、「No」で選び、その理由及び今
後の課題等を300字以内でご記入くだ
さい。

①設備投資・企業収益の増加

質問事項

経済動向

良くなって
いる

　全体的には上向いてきていると考える。関わっている地域の事業者の会合でも、景気の上昇が手応えとして実感
されはじめている。特に建築は人手不足も相まって完工までの時間が長い状態になっている。夏休みの観光やレ
ジャーも好調であった。
　また、それを受けて非営利団体等への寄付問い合わせも増えており、景気が少づつ良くなってきていると考える。

景気回復の拡大に向けた取組

－
　今後、広く国民がそれらの恩恵が実感できるように取組みを進めて頂きたい。特に循環という観点で行くと、内部
留保によって循環が遮断されるとシナリオが成立しなくなる。それらを注視した政策展開を望む。
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②賃金上昇・雇用拡大

③個人消費の拡大

２-３

　昨年、経済の好循環に向けて、政
労使会議が立ち上がり、「経済の好循
環実現に向けた取組」との文章がまと
められました。
  その中に記載されている4つの取組
（賃金上昇、中小企業等支援、非正
規雇用労働者の処遇改善、生産性向
上・人材育成）について、取組が進ん
でいるとお考えになるか、「Yes」、
「No」で選び、その理由及び今後の課
題等を300字以内でご記入ください。

No

　中小企業支援などが抜本的な取り組み成果をあげているとは思えない。今後、中小・零細企業にとっての成長分
野やそれに対応した人材育成の取組みを一層取組みを進める必要がある。学生は大手企業志向が一般的ではあ
るが、中小企業の魅力を知ると地元の中小企業への就職を希望する学生も多い。優れた中小企業の情報を発信
すると共に、中小企業が優れた人材を確保する方策もより一層進めて頂きたい。

3
　その他、政府の政策課題等につい
て、ご意見があれば、300字以内でご
記入ください。

自由テーマ

－

　地方創生はかなり重要な政策であります。人口減少時代の地域の足腰を強くする、特にソフト面に力点をおくこと
を期待する。地方にとっては最後のチャンスであり、単なるバラマキにならない知恵を絞った展開になることを期待
します。
　また、広島の豪雨災害、京都府北部の水害などの被災者支援にもこれまで同様全力であたって頂きたい。

質問事項

２－２


